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(54)【発明の名称】 コレステリック液晶表示装置のためのマトリクス駆動機構

(57)【要約】
【課題】
【解決手段】  本発明は、ピクセルのアレイを提供する
段階を含んだＬＣＤを駆動する方法であって、離間され
た透明基板間に配列されたコレステリック液晶を提供す
る段階と、リセット・パルス及び複数の選択パルスを提
供し、それにより結果の駆動波形を提供する段階と、を
含むことを特徴とする方法に関する。示された駆動機構
もしくは方法は、リセット相と選択相とから成り、後者
のパルスには、多数の選択パルスにおける自由が備えら
れている。これらの機構は、グレー・スケール能力及び
改良された任意選択的な動作を提供する。波形の反転が
用いられる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ピクセルのアレイを提供する段階を含ん
だＬＣＤを駆動する方法であって、離間された透明基板
間に配列されたコレステリック液晶を提供する段階と、
リセット・パルス及び複数の選択パルスを提供し、それ
により結果の駆動波形を提供する段階と、を含むことを
特徴とする方法。
【請求項２】  選択パルスは、振幅変調された選択パル
スを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】  選択パルスは、決定されたパルス幅の可
変の振幅の多数の選択パルスを含むことを特徴とする請
求項２に記載の方法。
【請求項４】  多重のアドレス指定駆動波形を特徴と
し、かつリセット・パルスは、パイプライン及び非パイ
プライン配列から成る群から選択されることを特徴とす
る請求項１乃至３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】  部分的な列がパイプライン化されること
を特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】  部分的な列が非パイプライン化されるこ
とを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項７】  リセット・パルスの電圧が、反射率特性
のコレステリック液晶により与えられるリセット電圧
（Ｖ４）よりも値において少なくとも小さくないことを
特徴とする請求項５または６に記載の方法。
【請求項８】  リセット・パルスは、Ｖ４よりも大きい
ことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】  多重の駆動波形の選択パルスが、一緒に
クラスタ化することにより、他の列にインターリーブす
ることにより、もしくは前記クラスタ化すること及びイ
ンターリーブすることの組合わせにより、配列されるこ
とを特徴とする請求項１乃至８のいずれかに記載の方
法。
【請求項１０】  選択パルスの電圧は、液晶の最小の反
射率の特性の電圧と閾値電圧と（Ｖ２、Ｖ１）の間の絶
対値を有することを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】  駆動波形は、駆動波形における各パル
ス後の即座の極性反転を有することを特徴とする請求項
１乃至１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】  フレーム期間における各パルスに、大
きさは等しいが反対極性を加えることを特徴とする請求
項１１に記載の方法。
【請求項１３】  駆動波形のパルスの少なくとも幾つか
は、フレーム期間において極性反転されることを特徴と
する請求項１乃至１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】  駆動波形の後続のパルスの極性は、直
ぐ先行するもしくは現在のパルスの極性とは反対である
ことを特徴とする請求項１乃至１０のいずれかに記載の
方法。
【請求項１５】  後続するフレーム期間の多数の選択パ
ルスの配列は、現在のパルスとは異なっていることを特*
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*徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】  共通の駆動波形は、前記波形の組合わ
せを含むことを特徴とする請求項１１乃至１５のいずれ
かに記載の方法。
【請求項１７】  前記波形の多数の選択パルスの適切な
電圧レベルを調節することにより発生されるグレー・ス
ケールを提供することを特徴とする請求項１乃至１６の
いずれかに記載の方法。
【請求項１８】  グレー・スケールは、コレステリック
液晶の反射率特性に対して最小の反射率の電圧と閾値電
圧との間の絶対値を有するそれぞれの電圧レベルによっ
て決定されることを特徴とする請求項１７に記載の方
法。
【請求項１９】  駆動波形におけるすべてのパルスの電
圧レベルは、コレステリック液晶の反射率特性のパルス
幅によって決定されることを特徴とする請求項１乃至１
８のいずれかに記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、適用された電界が
無い状態で画像パターンを保持するグレースケールのカ
ラー・コレステリック液晶表示装置のためのマトリクス
・アドレス指定機構及び駆動波形に関する。
【０００２】
【従来の技術】古典的な液晶表示装置は偏光子を用いる
ことが必要であり、特に戸外での使用において輝度が低
くなると共に、観察角度の依存性が厳しくなる。背面光
が必要とされ、従って、莫大な電力消費が必要とされ
る。最近、ここ二十年間において、コレステリック液晶
（ＣｈＬＣｓ）における意欲的な研究があった。ＣｈＬ
Ｃｓは、微小領域構造の双安定の特性と、波長に対する
調節可能な反射率とを有する。ＣｈＬＣｓ表示装置の所
望の特性は、画像保持であり、非常に低い電力消費であ
り、調子を合わせることのできる単色及び多色のグレー
・スケール能力であり、広い動作温度範囲であり、そし
て良好な観察角度である。２つの双安定領域構造は、平
面状態（分子は、同じ方向に配向された螺旋軸と螺旋的
に整列する）と、微小領域焦点円錐状態（各微小領域は
螺旋構造から成り、該領域の螺旋軸は多方向に整列され
る）とである。螺旋の方向は、電気的に制御することが
できる。螺旋は、予め選択された波長スペクトルにおい
て或る円偏光（左手または右手）を反射する。反射率ス
ペクトルのピークλは、ＣｈＬＣのピッチｐ及び平均屈
折率ｎに依存し、すなわち、λ＝ｎｘｐである。ＣｈＬ
Ｃのピーク、従ってスペクトルのピークは、より合わさ
れたネマチック状態の流体に加えられるキラル添加物の
量によって調節され得る。ＣｈＬＣｓが２つの平行な透
明基板に含まれるとき、反射性の明るい色（平坦な状態
における螺旋軸が基板表面と直角であるとき）と、弱く
光散乱を行う透明な外観（焦点円錐微小領域の螺旋軸が
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基板表面と平行であるとき）とを見ることができる。底
部の基板が黒に印刷されているとき、焦点円錐状態は暗
く見える。平坦ＯＮ及び焦点円錐ＯＦＦ状態が生成され
得る。液晶における平坦状態と焦点円錐状態との割合を
制御することにより、グレー・スケールを発生すること
もできる。これは、適切な電圧レベルの電気信号を印加
することにより達成され得る。これらの平坦及び焦点円
錐微小構造は、電界が無い場合でさえ安定である。結果
として、ディスプレイの画像パターンを変更する際にの
みエネルギが必要であり、従って、非常に低い電力消費
となる。
【０００３】ピクセルのセグメント電極と共通電極とに
電位差が印加されるとき、有効電圧（ｅｆｆｅｃｔｉｖ
ｅ  ｖｏｌｔａｇｅ）は、共通（ｃｏｍｍｏｎ）及びセ
グメント（ｓｅｇｍｅｎｔ）電極間の差であり、すなわ
ち、以下となる。
【０００４】Ｖ

effective
＝Ｖ

common
－Ｖ

segment

このように、共通及びセグメント電極の電圧は単極性で
あるが、有効電圧は双極性であって良い。しかしなが
ら、液晶分子は、正電圧及び負電圧に対して同じ態様で
反応する。単極性の共通及びセグメント電圧から負の有
効電圧を発生させるために、共通電極及びセグメント電
極の双方に適切なＤＣオフセットを加えて、結果の共通
電圧及びセグメント電圧が単極性となるようにできる。
この方法で、すべての反転機構の負パルスを履行するこ
とができる。電圧パルスに関し、与えられたＣｈＬＣに
対する代表的な反射率／駆動電圧のグラフが図１１に示
されている。
【０００５】図１１の値Ｖ１、Ｖ２、Ｖ３、Ｖ４、Ｒ１
及びＲ２は、駆動パルスの期間及び振幅に依存する。任
意の与えられた期間に対し、反射率は、駆動電圧が閾値
Ｖ１より小さいとき実質的に変更されない。この閾値電
圧Ｖ１は、以下の式によって与えられる。
【０００６】Ｖ１＝π2｛√［Ｋ

22
／（δ

0
Δε）］｝ｄ

／ｐ
キラル添加物の濃度を調節することにより、赤、緑及び
青色の単一層を得ることができる。全色のディスプレイ
は、ＲＧＢ（赤、緑、青）層を積層することにより達成
される。全色の適用に対して、赤、緑及び青のｄ／ｐ比
が同じであるように選択され、駆動波形が三色に対して
同様であり、反射率が充分に大きいように、そのｄ／ｐ
比は、１０と１５の間である。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明によれば、ピクセ
ルのアレイを提供する段階を含んだＬＣＤを駆動する方
法であって、離間された透明基板間に配列されたコレス
テリック液晶を提供する段階と、リセット・パルス及び
複数の選択パルスを提供し、それにより結果の駆動波形
を提供する段階と、を含むことを特徴とする方法が提供
される。
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【０００８】本発明を用いれば、グレー・スケール発生
におけるより大きい自由と一層改良された暗い状態を与
えるＣｈＬＣ（コレステリック液晶）ディスプレイ駆動
波形（液晶分子が遭遇する有効電圧）を提供することが
可能である。この駆動波形は、従って、リセット・パル
スと、複数のもしくは幾つかの振幅変調された選択パル
スとから成る。多数の選択パルスの電圧レベルは、互い
に異なり得る。適切には、幾つかの選択パルス及び各選
択パルスの電圧は、（ｉ）より暗い焦点円錐状態、及び
（ｉｉ）グレー・スケールにおけるより大きい自由を有
するように選択される。パルスの電圧は、経験的な固有
反射率特性（図１１参照）に基づいて決定される。多重
のアドレス指定において、リセット・パルスＶ４は、非
パイプライン態様（例えば、図３）で、パイプライン態
様（例えば、図４）で、もしくは両者の任意の組合わせ
で配列され得る。非パイプライン波形に対して、全ディ
スプレイを明るい平坦状態に新しくする走査線が観察さ
れ、これに対し、パイプライン波形においては、全ディ
スプレイが同時に新しくされる。他方、多数の選択パル
スＷ１１－Ｗ１ｎ、Ｗ２１－Ｗ２ｎ、等が、クラスタ法
で（図３参照）、他の列とインターリーブされて（図５
参照）、もしくは両者の任意の組合わせで配列され得
る。クラスタ選択パルス方法に対して、走査線が最初の
列から掃引され、列が走査された後、はっきりしたパタ
ーンが現れる。インターリーブ選択パルス方法に対して
は、あらい画像が形成され、より多くの走査線が掃引さ
れる時、精密ではっきりした画像に徐々に高められる。
多数の選択パルスの数及びそれらの振幅におけるこの新
しい自由度は、ＯＦＦ焦点円錐状態における曇りを減少
する際に特に有用である。グレー・スケールは、選択位
相における幾つかのパルス及び多数の選択パルスの電圧
を選択することによって得られる。多数の選択パルスの
電圧の絶対値は、図１１に与えられるコレステリック液
晶の反射率特性に従って、Ｖ１とＶ２との間である。多
数選択パルスの電圧が大きければ大きいほど、領域構造
はより焦点円錐的であり、従って、結果のピクセルは一
層暗くなる。反対に、多数の選択パルスの電圧が小さけ
れば小さいほど、該領域はより平坦な状態であり、従っ
て、結果のピクセルは、より明るくかつ一層反射的であ
る。グレー・スケールは、多数の選択パルスの中間の電
圧レベルを調節することにより得られる。
【０００９】本発明を実施する方法のもう１つの特徴
は、波形極性反転の種々の方法である。３つの基本的な
原理が提案されている。それらは、（ｉ）各パルス後の
即座の極性反転であり（例えば、図７参照）；（ｉｉ）
フレーム期間における幾つかのパルスが極性反転され
（例えば、図８参照）、そして（ｉｉｉ）次のフレーム
期間までの極性反転である（例えば、図９参照）。これ
ら３つの原理の組合わせが可能である。例えば、最初の
２つの組合わせは、次のようなものであることができ
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る。リセット・パルスは、それ自身の直後の即座の極性
反転を有し、多数選択パルスの半分は正極性のものであ
り、他の半分は負極性のものである。負のパルスは、小
さい正の共通信号及び大きい正のセグメント信号を用い
ることにより生成され得る。これらの波形は、共通及び
セグメント信号に適切なＤＣオフセットを加えることに
より得られる。
【００１０】以後、添付図面を参照して、例として、本
発明を実施した方法を説明する。
【００１１】
【発明の実施の形態】図１は、初期の明るい反射平坦状
態及び初期の暗い弱い光散乱焦点円錐状態に電気信号が
与えられる際のコレステリック・ディスプレイに対する
反射率特性を示すグラフである。
【００１２】図２は、高いリセット・パルスと、可変電
圧レベルの反転状態下にない中間レベルの多数の振幅変
調された選択パルスとから成る単一ライン駆動波形であ
る。多数の選択パルスの電圧は互いに異なっていて良
い。
【００１３】図３は、複数の波形から成る多重化された
駆動波形を示す。各波形は、高いリセット・パルスと、
可変電圧レベルの反転状態下にないクラスタ化された中
間レベルの多数の振幅変調された選択パルスとから構成
される。波形のリセット・パルスと多数の選択パルスと
は、非パイプライン態様にある。
【００１４】図４は、複数の波形から成る多重化された
駆動波形を示す。各波形は、高いリセット・パルスと、
可変電圧レベルの反転状態下にないクラスタ化された中
間レベルの多数の振幅変調された選択パルスとから構成
される。リセット・パルスはパイプライン態様で配列さ
れ、多数の選択パルスは非パイプライン態様で配列され
る。
【００１５】図５は、複数の波形から成る多重化された
駆動波形を示す。各波形は、高いリセット・パルスと、
可変電圧レベルの反転状態下にないインターリーブされ
た中間レベルの多数の振幅変調された選択パルスとから
構成される。波形のリセット・パルスと多数の選択パル
スとは非パイプライン態様にある。
【００１６】図６は、複数の波形から成る多重化された
駆動波形を示す。各波形は、高いリセット・パルスと、
可変電圧レベルの反転状態下にないインターリーブされ
た中間レベルの多数の振幅変調された選択パルスとから
構成される。リセット・パルスはパイプライン態様で配
列され、多数の選択パルスは非パイプライン態様で配列
される。
【００１７】図７は、反転を有する高いリセット・パル
スと、可変電圧レベルの反転を有する中間レベルの多数
の振幅変調された選択パルスとから成る単一ライン駆動
波形である。リセット・パルス及び選択パルスの各々
は、パルスそれ自体の直後に反転を有する。

6
【００１８】図８は、高いリセット・パルスと、可変電
圧レベルの中間レベルの多数の振幅変調された選択パル
スとから成る単一ライン駆動波形である。多数の選択パ
ルスの幾つかは、反対極性のものであるように取られ
る。
【００１９】図９は、２つのフレーム期間から成る単一
ライン駆動波形である。フレーム期間の各々は、高いリ
セット・パルスと、可変電圧レベルの中間レベルの多数
の振幅変調された選択パルスとから構成される。隣接し
たフレーム期間のリセット・パルスと多数の選択パルス
とは、反対極性のものであるように取られる。
【００２０】図１０は、２つの透明基板から成る単純化
された単一層のコレステリック・ディスプレイの断面図
である。各透明基板の内部表面上には、透明なインジウ
ム・スズ酸化物（ＩＴＯ）電極がアレイ内にコーティン
グされ、ＩＴＯ電極の頂部には、ポリイミド層がコーテ
ィングされる。これら２つの表面間にはコレステリック
液晶を含む空洞が配置され、ディスプレイの周囲にはエ
ポキシが封止される。
【００２１】図１１は、駆動パルスの電圧に対するコレ
ステリック液晶ディスプレイの反射率を示す単一ライン
波形である。ここで用いられている用語「パイプライ
ン」もしくは同様のものは、パルスの重複に言及してい
るということが理解されよう。別の方法で述べれば、パ
ルスは同時に発生する。
【００２２】図３においては、非パイプラインのリセッ
ト・パルスＶ及び非パイプラインのクラスタ化された多
数の選択パルスＷ、の多重化された波形の例が概略的に
示されている。
【００２３】図４においては、パイプラインのリセット
・パルスＶ及び非パイプラインのクラスタ化された多数
の選択パルスＷ、の多重化された波形の例が概略的に示
されている。
【００２４】図５においては、非パイプラインのリセッ
ト・パルスＶ及び非パイプラインのインターリーブされ
た多数の選択パルスＷ、の多重化された波形の例が概略
的に示されており、Ｖ１＜ｗｉｊ＜Ｖ２である。
【００２５】図６においては、パイプラインのリセット
・パルスＶ及び非パイプラインのインターリーブされた
多数の選択パルス“、の多重化された波形の例が概略的
に示されている。
【００２６】図７においては、各パルスの直後の反転を
有する多数の選択パルスＶ及び－Ｖの例が示されてい
る。図８においては、同じフレーム期間における－Ｗの
他のパルス“  によって反転された極性を有する多数の
選択パルスＶ及び－Ｖの例が概略的に示されている。
【００２７】図９においては、次のもしくは引き続くフ
レーム期間において反転を有する多数の選択パルスＶ、
－Ｖの例が概略的に示されている。図に示された本発明
の実施例の長所を以下に述べる。
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7
【００２８】１．  高いリセット・パルスと、決定され
たパルス幅の可変の振幅の多数の選択パルスとから成る
結果の駆動波形を有した、コレステリック液晶が２つの
透明基板間に満たされた複数の列及び複数の行で配列さ
れたピクセルのアレイのための駆動方法。駆動波形にお
けるすべてのパルスの電圧レベルは、コレステリック液
晶の反射率特性とパルス幅とにより決定される（例え
ば、図１１参照）。
【００２９】２．  上に与えられた多重のアドレス指定
の駆動波形のリセット・パルスは、パイプライン、非パ
イプラインの態様で配列され得るか、もしくは部分的な
列でパイプライン化されかつ部分的な行で非パイプライ
ン化され得る（例えば、図３、図４、図５及び図６参
照）。リセット・パルスの電圧は、コレステリック液晶
の反射率特性によって与えられるリセット電圧以上であ
る（すなわち、図１１のＶ４）。
【００３０】３．  多重のアドレス指定駆動波形の多数
の選択パルスは、一緒にクラスタ化することにより（例
えば、図３及び図４参照）、他方の列でインターリーブ
することにより（例えば、図５及び図６参照）、もしく
は双方の任意の組合わせにより、配列され得る。多数選
択パルスの電圧は、液晶の反射率特性によって与えられ
る最小の反射率及び閾値電圧間の絶対値を有する（例え
ば、図１１のＶ１及びＶ２）。
【００３１】４．  駆動波形は、駆動波形における各パ
ルス後の即座の極性反転で変更され得る。フレーム期間
における各パルスに直ぐ続いて、同じ大きさであるが反
対極性が加えられる。一例を図７に見ることができる。
【００３２】５．  駆動波形は、リセット・パルス及び
多数の選択パルスを含む幾つかのパルスで変更され得、
多数の選択パルスは、フレーム期間において、極性反転
される。一例を図８にみることができる。
【００３３】６．  駆動波形は、次のフレームにおいて
は現在のものと反対であるパルスの極性で変更され得
る。次のフレーム期間の多数の選択パルスの配列は、現
在のものと異なっていることができる。一例を図９に見
ることができる。
【００３４】７．  駆動共通波形は、上の駆動波形の組
合わせにより変更され得る。
８．  上に与えられた波形における多数の選択パルスの
適切な電圧レベルを調節することにより、グレー・スケ
ールが発生される。該グレー・レベルは、コレステリッ
ク液晶の反射率特性に対して最小の反射率の電圧と、閾
値電圧との間の絶対値を有する電圧レベルによって決定
される（例えば、図１１参照）。
【図面の簡単な説明】
【図１】  初期の明るい反射平坦状態及び初期の暗い弱
い光散乱焦点円錐状態に電気信号が与えられる際のコレ
ステリック・ディスプレイに対する反射率特性を示すグ
ラフである。
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【図２】  高いリセット・パルスと、可変電圧レベルの
反転状態下にない中間レベルの多数の振幅変調された選
択パルスとから成る単一ライン駆動波形である。多数の
選択パルスの電圧は互いに異なっていて良い。
【図３】  複数の波形から成る多重化された駆動波形を
示す。各波形は、高いリセット・パルスと、可変電圧レ
ベルの反転状態下にないクラスタ化された中間レベルの
多数の振幅変調された選択パルスとから構成される。波
形のリセット・パルスと多数の選択パルスとは、非パイ
プライン態様にある。
【図４】  複数の波形から成る多重化された駆動波形を
示す。各波形は、高いリセット・パルスと、可変電圧レ
ベルの反転状態下にないクラスタ化された中間レベルの
多数の振幅変調された選択パルスとから構成される。リ
セット・パルスはパイプライン態様で配列され、多数の
選択パルスは非パイプライン態様で配列される。
【図５】  複数の波形から成る多重化された駆動波形を
示す。各波形は、高いリセット・パルスと、可変電圧レ
ベルの反転状態下にないインターリーブされた中間レベ
ルの多数の振幅変調された選択パルスとから構成され
る。波形のリセット・パルスと多数の選択パルスとは非
パイプライン態様にある。
【図６】  複数の波形から成る多重化された駆動波形を
示す。各波形は、高いリセット・パルスと、可変電圧レ
ベルの反転状態下にないインターリーブされた中間レベ
ルの多数の振幅変調された選択パルスとから構成され
る。リセット・パルスはパイプライン態様で配列され、
多数の選択パルスは非パイプライン態様で配列される。
【図７】  反転を有する高いリセット・パルスと、可変
電圧レベルの反転を有する中間レベルの多数の振幅変調
された選択パルスとから成る単一ライン駆動波形であ
る。リセット・パルス及び選択パルスの各々は、パルス
それ自体の直後に反転を有する。
【図８】  高いリセット・パルスと、可変電圧レベルの
中間レベルの多数の振幅変調された選択パルスとから成
る単一ライン駆動波形である。多数の選択パルスの幾つ
かは、反対極性のものであるように取られる。
【図９】  ２つのフレーム期間から成る単一ライン駆動
波形である。フレーム期間の各々は、高いリセット・パ
ルスと、可変電圧レベルの中間レベルの多数の振幅変調
された選択パルスとから構成される。隣接したフレーム
期間のリセット・パルスと多数の選択パルスとは、反対
極性のものであるように取られる。
【図１０】  ２つの透明基板から成る単純化された単一
層のコレステリック・ディスプレイの断面図である。各
透明基板の内部表面上には、透明なインジウム・スズ酸
化物（ＩＴＯ）電極がアレイ内にコーティングされ、Ｉ
ＴＯ電極の頂部には、ポリイミド層がコーティングされ
る。これら２つの表面間にはコレステリック液晶を含む
空洞が配置され、ディスプレイの周囲にはエポキシが封
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止される。
【図１１】  駆動パルスの電圧に対するコレステリック*
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*液晶ディスプレイの反射率を示す単一ライン波形であ
る。
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